
①活動概要

『朝霧地区道路景観形成ワークショップ会議』の活動として、富士山への眺望を阻害している7基の看板の撤去を行っ
た。国道沿いの景観チェックから撤去看板の選定、撤去作業まで、民と行政が協力し看板の撤去が実現した。

（平成１９年度より実施）
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②活動の体制

③苦労した点や工夫した点
広告物は、所有者の特定や、撤去の承諾を得るための交渉

に苦労した。

ワークショップを何度も開催し、看板のデザイン、形状が

地域のイメージアップに繋がっているのかどうか、地元と行

政（国、県、市）が一体となって検討した。

④活動の効果

富士山の眺望を阻害するものが無くなり、景観が向上。

民と行政が協力する体制ができあがった。

(実績：H19年度6基,H20年度1基撤去)

⑤今後の活動

国道138号,139号,469号等の沿線地域と連携し、今後もより良い
景観形成に向けた活動を実施していく予定。

静岡県と山梨県の県境に
ある静岡県の歓迎塔

撤去前

撤去中

撤去後

歓迎塔の撤去作業は所有
する静岡県が実施

ワークショップ風景

主体 朝霧地区道路景観形成ワークショップ会議、ぐるり富士山
風景街道アクションネットワーク、富士宮市、静岡県

協力 国土交通省静岡国道事務所

＋

※撤去費用：看板設置者にて負担

問合せ先 担当：NPO法人地域づくりサポートネット(高木)
電話：054-273-8041

民間の看板

撤去作業は地元、
NPO、行政が協

力実施

富士山と草原の
風景が復活
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